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そ
の
名
よ
永
遠
に 

栄
え
あ
れ 

校 章 昭和２５年７月２７日制定 

草創期、群生する柏木を切り倒して校舎を築き、 

その未来へ続く熱と力を三葉の柏葉によって表し、 

その中に教師、生徒が一丸となって邁進する姿を 

円によって配置した。そして、大高の二字を円の 

中に刻んだものである。 


